
































































































































































第 1 図　GMAC の保有資産動向
（出所）General Motors Corporation, 10-K/A, Annual Report, various years.,
　　　  General Motors Acceptance Corporation, 10-K/A, various years.
  注： GM の 10-K/A で公表される資産は、連結前の資産であるため、計算上 GM 単体の総資産と GMAC 単体の
総資産を合計している。
　　 1987 年以降に公表された GM の総資産は GMAC のものも含めた連結総資産である。







































































第 2 図　GM の事業部門別収益動向
（出所）General Motors Corporation, 10-K/A, various years.
第 1 図と同じ文献を引用
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れ示したものであるが（2）、GMAC が 2005 年ま
でに保有資産を 1997 年を境として 3 倍まで増
やしたかが分かる（3）。さらに第 2 図では GM
の自動車及びその他事業収益と比較して金融事
業収益がいかに大きいかが分かるのである。そ
して 2006 年になると GM の業績悪化により
GMAC の格付け低下と（第 3 図参照）資金調
達難の発生がみられ、やがて GM は GMAC 株

















1990 AA- A-1+ AA- A-1+
1991 A A-1 A A-1
1992 A- A-1 A- A-1
1993 BBB+ A-2 BBB+ A-2
1994 BBB+ A-2 BBB+ A-2
1995 BBB+ A-2 BBB+ A-2
1996 A- A-2 A- A-2
1997 A- A-2 A- A-2
1998 A A-1 A A-1
1999 A A-1 A A-1
2000 A A-1 A A-1
2001/3/28 A A-1 A A-1
2001/10/6 BBB+ A-2 BBB+ A-2
2001/11/16 BBB+ A-2 BBB+ A-2
2002/4/9 BBB+ A-2 BBB+ A-2
2002/5/24 BBB+ A-2 BBB+ A-2
2003/4/9 BBB A-2 BBB A-2
2003/7/24 BBB A-2 BBB A-2
2003/12/3 BBB A-2 BBB A-2
2004/5/7 BBB A-2 BBB A-2
2004/10/21 BBB- A-3 BBB- A-3
2005/5/6 BB B-1 BB B-1
2006/1/3 B B-3 BB B-1
2006/4/13 B B-3 BB B-1
2007/8/15 B B-3 BB+ B-1
2008/8/19 B- NR B- C
（出所）1990 年～ 2000 年については GM and GMAC, Form 10-K 
for 1990-2000. を参照した。それ以降は Standard and 
Poor's, RatingDirect Global Gredit Portal, various issues を
参照した。
第 1 図第 2 図と同一文献引用（原著者の了解ずみ）









































ローバル M ＆ A に乗り出し、いくつかの誤っ
た判断と規模の経済性を単純に信頼し、それに





















































































最近 20 年の間に GM は従業員数 90 万人から
25 万人と 3 分の 1 以下に減らしたが、これと
引き換えに賃金は時給 70 ～ 80 ドルと業種別に
みると第 2 位、米国製造業の平均時給 17 ドル















再上場で当時 1 ドルを切っていた GM 株（ア





































































































































































































8　　「P．F．ドラッカー及び A．P．スローンの教訓と GM の命運」
が、不況がおそってくる時には共同決定に劣る。





































年 6 月であり、その 1 年半後の 2010 年 11 月









の著「Why GM Matter」日本語訳『GM の言い分』
があり、この著は GM の言い分を書いただけ
でなく GM がワゴナーの GM 復活戦略のもと










価が回復したのである。GM 株は 2005 年には
1 株 10 ドルに下り、これが回復する兆しは見
られなかった。国庫救済を受けた 2009 年 6 月
には GM 株の評価は 10 ドルでこれがどう回復
するか見通しは立たなかった。
　しかし V 字型回復の兆しが見られた 2010 年

































とである。すでに見たように Roger Smith 会長の
時代（1980 年代）には Numinization が軽視され
ていたのを、大幅に変更し、トヨタ生産方式の
























































GM はその自動車の生産量は 3 分の 2 が海外で
ある。その中でも目立つのは№ 1 の中国であり、
カマロ、ビュイックなどを増産している。中国








10　　「P．F．ドラッカー及び A．P．スローンの教訓と GM の命運」
ンパニー化の道を歩み、GM の伝統的な車づく
りの道を復活させるか今後の営みを注目したい。
